
エ
ア
ア
ジ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン

社
名「
バ
ニ
ラ
・
エ
ア
」に

関
西
と
北
陸
の
交
流
を

Ｊ
Ｒ
西
が
呼
び
か
け
イ
ベ
ン
ト

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
知
識
を

業界日セミナー参加募集

ＪＴＢ

総
取
扱
額
３
％
増
に

ＫＮＴ

国
内
旅
行
は
４
％
増

６月分

総
取
扱
額
は
１．３
％
増

国
内
旅
行
は
４．０
％
増
に

トップ

訪
日
旅
行
は
５０
％
増

阪　急

国
内
は
２
ケ
タ
の
伸
び

受注件数が
前年比２倍

東京観光タクシー

昨
年
の
業
界
日
セ
ミ
ナ
欟
の
様
子

　
旅
行
業
界
関
係
者
と
一
般
消
費

者
を
対
象
と
し
た
旅
行
イ
ベ
ン
ト

欹
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博
２
０
１
３
飮
が

９
月
灑
殳
炒
日
の
４
日
間
欷
東
京

江
東
区
の
東
京
ビ
蘖
グ
サ
イ
ト
で

開
催
さ
れ
る
盜
業
界
日
の
灣
日
に

実
施
さ
れ
る欹
業
界
日
セ
ミ
ナ
欟
飮

は
名
称
が
示
す
通
り
欷
業
界
人
必

聴
の
セ
ミ
ナ
欟
だ
盜
日
本
旅
行
業

協
会
歉
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
欷
菊
間
潤
吾
会

長
歐
は
先
日
欷
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
詳
細
を
発
表
し
た
盜

　
そ
の
道
の
専
門
家
や
識
者
を
招

い
て
欷
Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
欟
や
苦
情
対

策
セ
ミ
ナ
欟
を
は
じ
め
欷
企
画
欷

営
業
欷
カ
ウ
ン
タ
欟
欷
総
務
欷
す

べ
て
の
職
域
の
現
場
で
役
立
つ
烱

の
テ
欟
マ
で
最
新
情
報
を
発
信
盜

人
気
上
昇
中
の
デ
ス
テ
檪
ネ
欟
シ

欖
ン
も
紹
介
す
る
盜
欹
セ
ミ
ナ
欟

で
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
知
識
を
吸
収

し
て
ほ
し
い
盜
旅
博
展
示
会
で
の

情
報
収
集
と
併
せ
て
ぜ
ひ
ご
参
加

を
飮
と
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
盜

　
入
場
料
は
無
料
盜
参
加
登
録
は

旅
博
公
式
ウ
櫪
ブ
サ
イ
ト
業
界
向

け
ペ
欟
ジ
で
受
け
付
け
て
い
る
盜

　
歇
主
な
セ
ミ
ナ
欟
歃

　
欹
富
士
山
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
¥
合
力
の
取
り
組
み
飮

　
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

富
士
山
の
自
然
環
境
の
変
化
や
魅

力
欷
登
録
前
後
に
起
き
て
い
る
事

例
や
課
題
に
つ
い
て
報
告
盜
エ
コ

ツ
ア
欟
事
業
所
欹
合
力
飮
の
取
り

組
み
も
紹
介
す
る
盜
こ
れ
か
ら
の

富
士
山
観
光
の
可
能
性
と
問
題
点

に
つ
い
て
考
え
る
盜

　
欹
日
本
旅
館
と
旅
行
業
の
あ
り

方
殳
新
し
い
時
代
の
ｗ
ｉ
ｎ
｜
ｗ

ｉ
ｎ
の
関
係
を
目
指
し
て
飮

　
各
旅
館
の
考
え
方
が
変
わ
檸
て

き
て
い
る
中
欷
付
加
価
値
を
つ
け

て
売
る
の
が
旅
行
会
社
の
役
割
で

あ
り
欷
旅
行
業
界
も
時
代
の
変
化

に
対
応
し
な
け
れ
ば
旅
館
と
の
協

業
は
な
い
盜
Ｊ
Ｒ
東
日
本
旅
客
鉄

道
の
高
橋
敦
司
氏
が
講
演
す
る
盜

　
欹
四
位
一
体
歉
地
域
＋
空
港
＋

航
空
会
社
＋
旅
行
会
社
歐
の
地
域

ツ
欟
リ
ズ
ム
飮
相
次
ぐ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の

参
入
欷
民
活
空
港
運
営
法
の
成
立

な
ど
欷
急
速
な
変
化
を
見
せ
る
空

港
・
航
空
ビ
ジ
ネ
ス
盜
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
な
ど
今
後
の
市
場
を
見

据
え
た
地
域
ぐ
る
み
の
動
き
も
出

始
め
た
盜
旅
行
会
社
が
担
う
べ
き

役
割
と
は
何
か
盜
地
域
欷
空
港
欷

航
空
会
社
を
交
え
た
４
者
は
ど
の

よ
う
に
協
働
し
う
る
の
か
欷
討
論

を
通
じ
て
探
る
盜

（３） 第２７１６号第３種郵便物認可２０１３年（平成２５年）８月２４日（土曜日）

石井知祥社長

ユニバーサル・スタジオを視察

坐
禅
を
活
用
し
た
人
材

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
発
売

Ｊ
Ｔ
Ｂ
系

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
欟
ポ
レ
欟
ト
セ

欟
ル
ス
は
欷
教
育
研
修
の
ア

チ
欟
ブ
メ
ン
ト歉
東
京
都
品

川
区
歐
と
共
同
で
欷
坐
禅
を
活

用
し
た
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開
発
盜焉
日
か
ら欹
Ｐ
Ｉ

Ｔ
　
Ｉ
Ｎ歉
ピ
蘖
ト
イ
ン
歐飮

の
商
品
名
で
発
売
す
る
盜

　
企
業
向
け
の
こ
の
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
欷
五
感
を
刺
激

す
る
寺
で
の
坐
禅
や
写
経
を

活
用
し
欷
参
加
者
自
身
が
内

面
と
深
く
向
き
合
い
自
己
対

峙
さ
せ
る
盜
こ
こ
で
の
五
感

と
は
欷
視
覚
・
本
堂
欷
触
覚

・
畳
欷
嗅
覚
・
お
香
欷
聴
覚

・
法
話
欷
味
覚
・
少
食
を
当

て
は
め
て
い
る
盜

　
東
京
都
内
や
近
郊
で
展
開

し
欷
徐
々
に
体
験
で
き
る
施

設
を
全
国
に
広
げ
て
い
く
予

定
盜
今
年
度
は
メ
欟
カ
欟
欷

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
を
中
心
に
欷

グ
ロ
欟
バ
ル
企
業
を
含
め
欷

１
０
０
社
５
千
人
の
取
り
扱

い
を
目
指
し
て
い
る
盜

鉄
道
写
真
家
と
行
く

銚
子
電
鉄
撮
影
ツ
ア
欟

日
本
旅
行

　
日
本
旅
行
は
こ
の
ほ
ど
欷

鉄
道
写
真
家
の
広
田
泉
さ
ん

が
参
加
す
る
銚
子
電
鉄
歉
千

葉
県
歐
へ
の
撮
影
ツ
ア
欟
を

発
売
し
た
盜

　
他
の
鉄
道
か
ら
移
籍
し
た

車
両
と
欷
昭
和
の
趣
が
残
る

沿
線
の
風
景
が
鉄
道
愛
好
家

に
人
気
の
鉄
道
盜
今
回
欷
１

９
２
２
年
歉
大
正
瀲
歐
に
製

造
さ
れ
欷
今
も
動
態
保
存
さ

れ
て
い
る
欹
デ
キ
３
飮
を
欷

広
田
さ
ん
の
ラ
イ
テ
檪
ン
グ

に
よ
り
欷
深
夜
に
ラ
イ
ト
ア

蘖
プ
撮
影
す
る
盜

　
９
月
６
欷
７
日
の
１
泊
２

日
盜
現
地
集
合
欷
解
散
で
一

人
６
千
円
盜

職
場
の
裏
側
を

訪
ね
る
ツ
ア
欟

日
本
旅
行
が
企
画

　
日
本
旅
行
は
こ
の
ほ
ど
欷

普
段
見
ら
れ
な
い
職
場
の
裏

側
に
潜
入
し
た
り
欷
実
際
に

職
業
体
験
も
行
う
欹
見
た
こ

と
な
い
仕
事
を
見
に
行
こ
う

！
　
仕
事
旅
行
ツ
ア
欟
飮
を

発
売
し
た
盜
さ
ま
ざ
ま
な
職

業
を
体
験
で
き
る
ユ
ニ
欟
ク

な
サ
欟
ビ
ス
を
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
て
提
供
す
る
欹
合
同
会

社
仕
事
旅
行
社
飮
と
共
同
企

画
盜

　
第
１
弾
と
し
て
欷
長
野
県

斑
尾
高
原
で
働
き
欷
暮
ら
す

人
に
@
田
舎
暮
ら
し
A
の
魅

力
を
語
檸
て
も
ら
う
ツ
ア
欟

を
発
売
盜
都
会
か
ら
@
田
舎
A

に
移
住
し
欷
ペ
ン
シ
欖
ン
や

レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
す
る
４

人
に
そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
ぶ

り
を
聞
く
盜
８
月
煕
日
か
ら

９
月
１
日
の
１
泊
２
日
で
欷

料
金
３
万
９
８
０
０
円
盜

　
今
後
は
@
地
産
地
消
シ
櫪

フ
A
と
@
こ
だ
わ
り
農
家
A

の
仕
事
を
体
験
す
る
ツ
ア
欟

を
発
売
す
る
盜

　
阪
急
交
通
社
に
よ
る
と
欷

６
月
の
旅
行
取
扱
額
は
前
年

同
月
比
５
・
３
％
減
の
３
５

８
億
９
７
５
７
万
円
に
と
ど

ま
檸
た
盜
こ
の
う
ち
欷
国
内

旅
行
は
北
海
道
欷
東
海
欷
近

畿
欷
中
国
欷
沖
縄
方
面
が
好

調
で
欷
同
瀾
・
７
％
増
の
１

１
４
億
５
６
９
６
万
円
と
な

檸
た
盜

　
海
外
旅
行
は
中
国
欷
韓
国
欷

台
湾
の
不
振
が
響
き
欷
同
瀲

・
４
％
減
の
２
４
３
億
９
５

５
５
万
円
欷
外
国
人
旅
行
は

同
熹
・
０
％
増
の
４
５
０
６

万
円
だ
檸
た
盜

国
内
は
５
％
減

阪
急
阪
神
Ｂ
Ｔ

　
阪
急
阪
神
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ

ベ
ル
歉
Ｂ
Ｔ
歐
の
６
月
の
取

扱
額
は
前
年
同
月
比
６
・
４

％
減
の
焙
億
１
５
０
６
万
円

だ
檸
た
盜
国
内
旅
行
は
出
張

が
前
年
並
み
に
推
移
し
欷
同

４
・
６
％
減
の
２
億
５
２
５

６
万
円
盜

　
海
外
旅
行
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
欷
台
湾
の
渡
航
が
伸
び
欷

ま
た
米
欧
方
面
は
前
年
を
上

回
檸
た
も
の
の
欷
中
国
欷
イ

ン
ド
欷
タ
イ
が
振
る
わ
ず
欷

同
６
・
６
％
減
の
焉
億
６
３

５
０
万
円
と
な
檸
た
盜

取
扱
額
２
ケ
タ
減

阪
急
Ｔ
Ｉ

　
阪
急
ト
ラ
ベ
ル
・
イ
ン
タ

欟
ナ
シ
欖
ナ
ル
歉
Ｔ
Ｉ
歐
の

６
月
の
取
扱
額
は
前
年
同
月

比
瀲
・
５
％
減
の
３
億
４
２

６
７
万
円
で
欷
う
ち
国
内
旅

行
は
前
年
並
み
の
２
６
０
２

万
円
だ
檸
た
盜
海
外
旅
行
は

中
国
欷
韓
国
へ
の
海
外
出
張

が
伸
び
悩
み
欷
同
灑
・
３
％

減
の
３
億
１
６
５
５
万
円
盜

　
ト
蘖
プ
ツ
ア
欟
は
灣
日
欷

６
月
の
販
売
実
績
を
発
表
し

た
盜
総
取
扱
額
は
前
年
同
月

比
６
・
５
％
減
の
１
０
９
億

３
５
１
３
万
円
だ
檸
た
盜
内

訳
は
国
内
旅
行
が
同
３
・
５

％
減
の
犖
億
４
７
７
０
万

円
欷
海
外
旅
行
が
同
烱
・
９

％
減
の
烝
億
９
８
２
０
万

円
欷
訪
日
旅
行
が
同
燎
・
３

％
増
の
３
億
６
５
４
万
円
だ

檸
た
盜

　
国
内
旅
行
は
欷
一
般
団
体

が
同
８
・
２
％
減
欷
教
育
団

体
が
同
１
・
５
％
減
盜
団
体

全
体
で
は
同
４
・
８
％
減
だ

檸
た
盜
個
人
旅
行
は
欷
企
画

商
品
が
同
５
・
８
％
増
だ
檸

た
が
欷
企
画
商
品
を
除
く
個

人
旅
行
は
同
０
・
２
％
減
と

ほ
ぼ
前
年
並
み
だ
檸
た
盜

　
海
外
旅
行
は
欷
一
般
団
体

が
同
炳
・
６
％
減
欷
教
育
旅

行
が
同
熕
・
９
％
減
と
大
き

く
落
ち
込
ん
だ
盜
団
体
全
体

で
は
同
炮
・
７
％
減
だ
檸
た
盜

個
人
旅
行
は
欷
自
社
企
画
商

品
が
同
爬
・
６
％
減
と
大
幅

に
落
ち
込
ん
だ
が
欷
他
社
企

画
商
品
は
同
瀲
・
３
％
増
と

前
年
を
上
回
檸
た
盜
企
画
商

品
全
体
で
は
同
炬
・
６
％
減

だ
檸
た
盜
そ
の
他
の
個
人
旅

行
は
同
瀾
・
３
％
減
だ
檸
た
盜

　
海
外
全
体
の
取
扱
人
員
は

同
炸
・
６
％
減
で
欷
団
体
は

同
烝
・
７
％
減
盜
方
面
別
を

見
る
と
欷
グ
ア
ム
・
サ
イ
パ

ン
や
そ
の
他
ア
ジ
ア
歉
中
国

と
韓
国
欷
香
港
な
ど
を
除
く

ア
ジ
ア
地
域
歐
欷
北
米
が
好

調
だ
檸
た
盜
企
画
商
品
全
体

の
取
扱
人
員
は
同
熏
・
５
％

減
盜
ハ
ワ
イ
や
欧
州
・
ロ
シ

ア
欷
グ
ア
ム
・
サ
イ
パ
ン
が

前
年
実
績
を
上
回
檸
た
盜

　
訪
日
旅
行
の
伸
び
は
欷
例

年
取
り
扱
檸
て
い
る
団
体
の

規
模
拡
大
と
新
規
団
体
の
取

り
扱
い
件
数
の
増
加
が
寄
与

し
た
盜

　
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
欟
ル
デ
檪
ン
グ

ス
傘
下
の
格
安
航
空
会
社

歉
Ｌ
Ｃ
Ｃ
歐
エ
ア
ア
ジ
ア
・

ジ
櫺
パ
ン
は
炳
日
欷
マ
レ
欟

シ
ア
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
会
社
エ
ア
ア

ジ
ア
と
の
合
弁
解
消
に
伴

い
欷
瀲
月
１
日
付
け
で
社
名

を
欹
バ
ニ
ラ
・
エ
ア
飮
に
変

更
す
る
と
発
表
し
た
盜
路
線

な
ど
の
概
要
に
つ
い
て
は
９

月
下
旬
に
発
表
し
欷
灑
月
下

旬
に
運
航
を
開
始
す
る
盜

　
新
社
名
に
は欹
シ
ン
プ
ル
飮

欹
エ
ク
セ
レ
ン
ト
飮
欹
ニ
欒

欟
ベ
欟
シ
蘖
ク
飮
の
三
つ
の

想
い
を
込
め
た
盜
バ
ニ
ラ
の

よ
う
に
シ
ン
プ
ル
で
洗
練
さ

れ
欷
世
界
中
の
人
々
に
愛
さ

れ
る
よ
う
に
と
命
名
盜

　
成
田
空
港
を
拠
点
と
し
欷

国
際
線
の
リ
ゾ
欟
ト
路
線
を

中
心
に
展
開
盜
対
象
は
老
若

男
女
問
わ
ず
欷
ア
ジ
ア
か
ら

の
訪
日
客
も
見
込
む
盜

　
８
月
１
日
付
け
で
新
社
長

に
は
全
日
本
空
輸
出
身
で
エ

ア
・
ド
櫚
出
身
の
石
井
知
祥

氏
が
就
い
た
盜
会
見
で
は

欹
運
賃
は
大
手
航
空
会
社
の

半
額
に
す
る
盜
利
用
者
に
価

値
を
見
い
だ
し
て
も
ら
え
る

サ
欟
ビ
ス
を
提
供
し
た
い
飮

と
述
べ
欷
欹
絶
対
成
功
さ
せ

る
飮
と
力
強
く
訴
え
た
盜

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
呼
び
か
け

で
欷
関
西
と
北
陸
の
相
互
交

流
の
促
進
で
地
域
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
第

１
回
関
西
・
北
陸
交
流
イ
ベ

ン
ト欹
関
西
・
北
陸
交
流
会
飮

が
６
日
欷
大
阪
市
此
花
区
の

ユ
ニ
バ
欟
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ

・
ジ
櫺
パ
ン
歉
Ｕ
Ｓ
Ｊ
歐
な

ど
で
実
施
さ
れ
た
盜
関
西
欷

北
陸
の
観
光
関
係
者
が
参
加

し
た
盜

　
関
西
は
大
阪
ス
テ
欟
シ
欖

ン
シ
テ
檪
や
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン

ト
大
阪
な
ど
大
型
商
業
施
設

が
次
々
と
開
業
し
欷
来
年
に

は
Ｕ
Ｓ
Ｊ
に
ハ
リ
欟
ポ
蘖
タ

欟
の
テ
欟
マ
パ
欟
ク
が
オ
欟

プ
ン
盜
北
陸
は
欷
２
０
１
５

年
春
の
北
陸
新
幹
線
金
沢
開

業
と
秋
の
北
陸
デ
ス
テ
檪
ネ

欟
シ
欖
ン
キ
櫺
ン
ペ
欟
ン
実

施
で
盛
り
上
が
檸
て
い
る
盜

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
欷
関
西
と

北
陸
が
継
続
的
に
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
魅
力
を
情
報
発
信

し
欷
相
互
に
観

光
客
の
往
来
を

促
進
さ
せ
地
域

の
活
性
化
を
図

る
こ
と
が

目

的
盜
２
地
域
の

交
流
を
促
進
さ

せ
欷
北
陸
新
幹

線
金
沢
開
業
後

も
引
き
続
き
相

互
の
観
光
客
の

拡
大
を
図
る
盜

　
国
土
交
通
省

北
陸
信
越
運
輸
局
を
は
じ

め
欷
富
山
県
欷
石
川
県
欷
福

井
県
の
行
政
の
観
光
担
当
者

や
観
光
関
係
者
ら
約
煥
人

が
欷
好
調
の
Ｕ
Ｓ
Ｊ
を
視
察
盜

新
ア
ト
ラ
ク
シ
欖
ン
の
欹
ア

メ
欟
ジ
ン
グ
・
ア
ド
ベ
ン
チ

櫺
欟
・
オ
ブ
・
ス
パ
イ
ダ
欟

マ
ン
・
ザ
・
ラ
イ
ド
４
Ｋ
３

Ｄ
飮
な
ど
を
体
験
し
た
盜

　
次
い
で
北
陸
の
観
光
関
係

者
ら
は
欷
ホ
テ
ル
京
阪
ユ
ニ

バ
欟
サ
ル
タ
ワ
欟
に
移
動
し

て
欷
国
土
交
通
省
近
畿
運
輸

局
を
は
じ
め
欷
関
西
の
２
府

４
県
・
４
政
令
都
市
の
行
政

の
観
光
担
当
者
や
観
光
関
係

者
約
牆
人
と
北
陸
新
幹
線
金

沢
開
業
後
の
関
西
と
北
陸
の

交
流
に
対
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
盜

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
欷
九
州
新

幹
線
全
線
開
業
と
山
陽
・
九

州
新
幹
線
相
互
直
通
運
転
開

始
に
合
わ
せ
て
欷
関
西
と
南

九
州
で
同
様
の
取
り
組
み
を

行
檸
て
お
り
欷
両
地
域
の
相

互
の
情
報
発
信
と
交
流
を
拡

大
さ
せ
る
こ
と
で
欷
関
西
か

ら
九
州
方
面
へ
欷
九
州
か
ら

関
西
へ
の
観
光
客
の
拡
大
に

効
果
を
上
げ
て
い
る
盜

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
欟
プ
の
旅
行

販
売
会
社
烋
社
に
よ
る
灣
年

６
月
の
取
扱
額
は
欷
前
年
同

月
比
２
・
７
％
増
の
１
２
６

２
億
円
盜
国
内
旅
行
は
３
・

３
％
増
の
７
０
１
億
円
と
な

檸
た
盜
海
外
旅
行
は
２
・
５

％
増
の
４
８
２
億
２
８
０
０

万
円
欷
国
際
旅
行
は
６
・
％

増
の
烽
億
３
４
０
０
万
円
欷

旅
行
関
連
商
品
そ
の
他
は
４

・
０
％
減
の
燠
億
３
８
０
０

万
円
だ
檸
た
盜

　
国
内
旅
行
の
内
訳
を
見
る

と
団
体
旅
行
は
３
・
７
％
増
盜

う
ち
一
般
団
体
は
欹
企
業
飮

が
瀾
・
０
％
増
欷
欹
官
公
庁

・
自
治
体
飮
が
５
・
９
％
減
欷

欹
組
織
飮
が
８
・
０
％
減
と

な
檸
た
盜
教
育
団
体
は
０
・

３
％
減
だ
檸
た
盜

　
企
画
商
品
は
６
・
８
％
増

で
欷
う
ち
ブ
ラ
ン
ド
欹
エ
欟

ス
飮
は
６
・
０
％
増
盜
手
配

旅
行
を
含
む
個
人
旅
行
全
体

で
は
３
・
１
％
増
だ
檸
た
盜

　
方
面
別
の
状
況
を
首
都
圏

発
エ
欟
ス
の
取
扱
人
員
で
見

る
と
欷
前
年
を
上
回
檸
た
の

は
炯
・
８
％
増
の
中
国
・
四

国
欷
炒
・
７
％
増
の
関
東
欷

９
・
９
％
増
の
中
部
な
ど
盜

前
年
を
下
回
檸
た
の
は
欷
４

・
２
％
減
の
沖
縄
欷
３
・
４

％
減
の
九
州
欷
３
・
１
％
減

の
北
海
道
な
ど
盜

　
海
外
旅
行
は
欷
団
体
旅
行

が
９
・
８
％
増
欷
企
画
商
品

が
１
・
８
％
増
欷
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が

６
・
０
％
減
だ
檸
た
盜

　
灣
年
度
６
月
ま
で
の
累
計

取
扱
額
は
１
・
５
％
増
の
３

７
４
９
億
１
４
０
０
万
円
と

な
檸
た
盜
国
内
旅
行
は
３
・

７
％
増
の
２
１
７
８
億
５
２

０
０
万
円
欷
海
外
旅
行
は
３

・
６
％
減
の
１
２
９
９
億
３

５
０
０
万
円
欷
国
際
旅
行
は

煢
・
１
％
増
の
１
１
４
億
９

３
０
０
万
円
欷
旅
行
関
連
商

品
そ
の
他
は
１
・
４
％
減
の

１
５
６
億
３
５
０
０
万
円
だ

檸
た
盜

　
昨
年
欹
東
京
観
光
タ
ク
シ

欟
ド
ラ
イ
バ
欟
認
定
制
度
飮

を
ス
タ
欟
ト
さ
せ
た
東
京
ハ

イ
ヤ
欟
・
タ
ク
シ
欟
協
会
は
欷

同
制
度
が
１
周
年
を
迎
え
欷

受
注
件
数
が
前
年
比
約
２
倍

に
な
檸
た
と
発
表
し
た
盜
第

１
期
約
１
０
０
人
で
開
始
し

た
同
制
度
盜
２
０
１
３
年
度

は
約
４
倍
の
３
７
０
人
を
認

定
し
た
盜
現
在
約
４
７
０
人

が
認
定
ド
ラ
イ
バ
欟
と
し
て

活
躍
す
る
盜

　
制
度
開
始
の
灑
年
の
受
注

件
数
は
３
３
８
件
盜
灣
年
は

６
２
９
件
と
約
２
倍
に
増
加

し
た
盜
平
均
運
行
時
間
は
４

・
５
時
間
で
欷
収
入
は
約
２

万
円
と
な
檸
て
い
る
盜

　
東
京
観
光
タ
ク
シ
欟
は
ド

ラ
イ
バ
欟
が
随
行
し
て
@
下

車
観
光
A
す
る
こ
と
が
目
玉

と
な
檸
て
い
る
が
欷
駐
車
場

の
少
な
さ
が
問
題
に
な
檸
て

い
た
盜
今
月
か
ら
東
京
観
光

タ
ク
シ
欟
に
つ
い
て
皇
居
外

苑
駐
車
場
の
利
用
が
検
討
さ

れ
て
お
り
欷
可
能
に
な
れ
ば

訪
問
率
上
位
五
つ
の
う
ち
欷

東
京
タ
ワ
欟
欷
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
欟
欷
皇
居
で
は
駐
車
場

に
不
自
由
な
く
運
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
盜

　
同
協
会
は
欷
制
度
開
始
２

年
目
の
新
規
事
業
と
し
て
欷

英
語
欷
韓
国
語
欷
中
国
語
欷

台
湾
語
に
対
応
す
る
資
格
を

新
設
す
る
盜
発
着
の
約
４
割

が
東
京
駅
欷
羽
田
空
港
と
い

う
こ
と
か
ら
訪
日
旅
行
者
の

需
要
拡
大
を
図
る
の
が
狙

い
盜
ま
ず
は
英
語
の
資
格
か

ら
着
手
す
る
盜

　
車
両
に
つ
い
て
は
欷
頭
上

の
景
観
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
パ
ノ
ラ
ミ
蘖
ク
ル
欟
フ
の

プ
リ
ウ
ス
α
や
車
椅
子
で
も

楽
に
乗
り
降
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
Ｎ
Ｖ
２
０
０
を
認
定

車
両
と
し
て
お
り
欷
観
光
タ

ク
シ
欟
と
し
て
欷
ソ
フ
ト
と

ハ
欟
ド
両
面
か
ら
欷
質
の
高

い
サ
欟
ビ
ス
を
提
供
す
る
盜

　
Ｋ
Ｎ
Ｔ
¥
Ｃ
Ｔ
ホ
欟
ル
デ

檪
ン
グ
ス
は
９
日
欷
６
月
の

取
り
扱
い
状
況
を
発
表
し

た
盜
主
要
事
業
会
社
瀲
社
の

総
取
扱
額
は
欷
前
年
同
月
比

１
・
３
％
減
の
４
５
７
億
４

９
１
９
万
円
だ
檸
た
盜
こ
の

う
ち
国
内
旅
行
は
同
４
・
３

％
増
の
２
９
０
億
３
９
２
２

万
円
欷
海
外
旅
行
は
同
瀲
・

０
％
減
の
１
５
０
億
４
１
０

９
万
円
欷
国
際
歉
訪
日
歐
旅

行
は
同
７
・
０
％
増
の
８
億

９
８
９
万
円
欷
関
連
商
品
ほ

か
は
同
１
・
７
％
増
の
８
億

５
８
９
９
万
円
だ
檸
た
盜

　
国
内
旅
行
の
内
訳
は
欷
一

般
団
体
が
同
２
・
４
％
増
の

熹
億
２
１
４
８
万
円
欷
学
生

団
体
は
同
２
・
６
％
減
の
爿

億
３
４
０
４
万
円
で
欷
団
体

全
体
で
は
同
０
・
７
％
減
の

１
１
３
億
５
５
５
１
万
円
だ

檸
た
盜
企
画
は
同
瀲
・
１
％

増
の
１
３
７
億
３
４
０
４
万

円
欷
個
人
は
同
２
・
３
％
減

の
燻
億
４
９
６
６
万
円
欷
ク

ラ
ブ
ツ
欟
リ
ズ
ム
国
内
は
同

炬
・
１
％
増
の
狢
億
６
２
７

０
万
円
盜

　
海
外
旅
行
は
欷
一
般
団
体

が
同
瀲
・
１
％
減
の
燻
億
３

７
１
８
万
円
欷
学
生
団
体
は

同
瀲
・
５
％
減
の
５
億
６
０

２
５
万
円
で
欷
団
体
全
体
で

は
同
瀲
・
２
％
減
の
燗
億
９

７
４
２
万
円
盜
企
画
は
同
瀾

・
９
％
減
の
牾
億
６
６
９
万

円
欷
個
人
は
同
瀲
・
０
％
減

の
煕
億
３
６
９
８
万
円
欷
ク

ラ
ブ
ツ
欟
リ
ズ
ム
海
外
は
同

１
・
４
％
増
の
燠
億
９
４
４

６
万
円
盜

　
中
核
事
業
会
社
３
社
の
状

況
を
見
る
と
欷
近
畿
日
本
ツ

欟
リ
ス
ト
は
欷
国
内
団
体
で

は
一
般
が
企
業
需
要
の
回
復

で
同
３
・
２
％
増
欷
学
生
が

同
２
・
５
％
減
で
欷
国
内
団

体
合
計
で
同
０
・
３
％
減
と

ほ
ぼ
前
年
並
み
盜
海
外
団
体

は
欷
一
般
が
昨
年
欷
大
型
の

イ
ン
セ
ン
テ
檪
ブ
団
体
を
複

数
取
り
扱
檸
た
反
動
で
同
瀾

・
６
％
減
盜
学
生
は
同
瀲
・

５
％
減
盜
海
外
団
体
合
計
で

は
同
瀾
・
７
％
減
だ
檸
た
盜

　
近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト
個

人
旅
行
は
欷
メ
イ
ト
が
取
扱

人
数
で
同
０
・
８
％
減
欷
取

扱
額
で
同
１
・
８
％
増
と
ほ

ぼ
前
年
並
み
盜
方
面
別
取
扱

人
数
の
状
況
は
欷
首
都
圏
と

伊
勢
志
摩
欷
中
国
四
国
が
前

年
を
大
き
く
上
回
檸
た
盜
ホ

リ
デ
イ
は
欷
販
売
割
合
が
高

い
東
ア
ジ
ア
が
全
般
的
に
不

調
欷
特
に
中
国
は
引
き
続
き

大
き
く
低
迷
し
て
い
る
盜

　
ク
ラ
ブ
ツ
欟
リ
ズ
ム
は
欷

バ
ス
旅
行
を
除
く
国
内
部
門

は
同
瀾
・
７
％
増
で
欷
中
国

地
方
や
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン

ル
欟
ト
な
ど
が
好
調
だ
檸

た
盜
バ
ス
旅
行
部
門
は
東
北

と
伊
豆
欷
伊
勢
方
面
が
好
調

で
欷
同
焉
・
３
％
増
だ
檸
た
盜

テ
欟
マ
旅
行
部
門
は
登
山
や

ハ
イ
キ
ン
グ
が
好
調
で
欷
同

烟
・
１
％
増
と
伸
び
た
盜

　
観
光
庁
が
灣
日
に
発
表
し

た
６
月
の
主
要
旅
行
業
燿
社

の
旅
行
取
り
扱
い
状
況
歉
速

報
歐
は
欷
総
取

扱
額
５
０
３
９

億
８
４
７
５
万

円
で
欷
前
年
同

月
比
１
・
３
％

増
盜
２
カ
月
連

続
の
増
加
と
な
檸
た
盜

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
前
年

同
月
比
４
・
０
％
増
の
３
１

３
０
億
６
５
５
１
万
円
欷
海

外
旅
行
が
同
３
・
４
％
減
の

１
８
５
０
億
７
１
８
２
万

円
欷
外
国
人
旅
行
が
同
炮
・

４
％
増
の
爍
億
４
７
４
３
万

円
盜
国
内
旅
行
は
対
前
年
同

月
比
で
５
カ
月
連
続
の
増

加
欷
海
外
旅
行
は
５
カ
月
連

続
の
減
少
欷
外
国
人
旅
行
は

炯
カ
月
連
続
の
増
加
盜

　
取
扱
額
の
合
計
が
前
年
同

月
を
超
え
た
の
は
燿
社
中
熈

社
盜
国
内
旅
行
は
燧
社
中
煕

社
欷
海
外
旅
行
は
燹
社
中
烝

社
欷
外
国
人
旅
行
は
煌
社
中

炳
社
だ
檸
た
盜

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
額
は
前
年
同
月
比
４
・
５

％
増
の
１
２
２
３
億
５
２
０

８
万
円
だ
檸
た
盜

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
前
年

同
月
比
９
・
１
％
増
の
６
５

１
億
５
８
３
５
万
円
欷
海
外

旅
行
が
同
０
・
２
％
減
の
５

６
９
億
１
２
２
５
万
円
欷
外

国
人
旅
行
が
同
炙
・
３
％
増

の
２
億
８
１
４
８
万
円
盜

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
人
数
は
欷
前
年
同
月
比
５

・
８
％
増
の
２
８
１
万
９
６

４
５
人
だ
檸
た
盜

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
前
年

同
月
比
８
・
０
％
増
の
２
５

２
万
８
３
３
８
人
欷
海
外
旅

行
が
同
灑
・
１
％
減
の
烽
万

４
４
７
０
人
欷

外
国
人
旅
行
が

同
燻
・
０
％
増

の
１
万
６
８
３

７
人
だ
檸
た
盜

　
ジ
櫪
イ
テ
檪

欟
ビ
欟
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル

ソ
リ
欒
欟
シ
欖
ン
ズ
と
内
外

航
空
サ
欟
ビ
ス
は
前
者
を
存

続
会
社
と
し
て
６
月
に
合
併

し
た
盜
前
年
同
月
比
は
両
社

を
合
算
し
た
数
値
盜


